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愚　　・，　撫

　　　　　　　御正新田で子ども会つり大会

　5月5日の子どもの日に御正新田地区で、恒例の子ども会つり大会が行わ

れました。この日集まった人は200名以上、子どもにまじって大人も参加

し、魚つりのあとに子どもたちは、網やかごをもって魚とりにおおはしゃぎ。

子どもも大人も楽しめた一日でした。



住民課窓ロの
　
住
民
登
録
や
戸
籍
等
は
私
た
ち
が
生
活
し
て

い
く
う
え
で
、
そ
の
基
礎
と
な
る
大
変
重
要
な

も
の
で
す
。
今
回
は
そ
の
手
続
き
と
各
種
証
明

に
つ
い
て
、
主
な
も
の
を
と
り
あ
げ
ま
し
た
。

詳
し
く
は
役
場
住
民
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愚

住民
登録

　
住
民
基
本
台
帳
（
住
民
票
）
は
、
住

民
の
居
住
関
係
を
公
証
し
、
選
挙
人
名

簿
の
登
録
、
就
学
手
続
、
国
民
健
康
保

険
や
国
民
年
金
の
加
入
、
給
付
な
ど
の

基
礎
に
な
る
大
切
な
も
の
で
す
。

　
住
所
や
世
帯
に
異
動
（
変
更
）
が
生

じ
た
ら
、
必
ず
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
届
出
は
原
則
と
し
て
、
本
人
か
世
帯

主
、
ま
た
は
同
居
し
て
い
る
家
族
の
方

が
直
接
窓
口
に
印
鑑
を
持
参
し
て
届
出

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
印
鑑
は
認
印

で
か
ま
い
ま
せ
ん
が
、
ス
タ
ン
プ
印
等

で
な
い
も
の
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
届
出
に
伴
っ
て
、

国
民
健
康
保
険
や
国
民
年
金
、
学
校
関

係
等
、
該
当
さ
れ
る
方
は
別
に
手
続
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
下
の
表
を
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
詳
し
く
は
、

江
南
町
役
場
ま
た
は
転
入
先
か
転
出
前

の
役
所
へ
お
間
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
他
市
区
町
村
か
ら
江
南
町
へ
住
所
を

移
さ
れ
た
と
き
は
、
転
入
届
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
印
鑑
と
転
出
証
明
書
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
転
出
証
明
書
は

前
住
所
地
の
役
所
に
転
出
届
を
す
れ
ば

発
行
さ
れ
ま
す
。

　
届
出
の
期
問
は
、
実
際
に
住
み
始
め

て
か
ら
十
四
日
以
内
で
す
。
予
定
で
の

転
入
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
江
南
町
か
ら
他
の
市
区
町
村
へ
住
所

を
移
す
と
き
は
、
転
出
届
が
必
要
で
す
。

転
出
届
を
す
る
と
転
出
証
明
書
が
交
付

さ
れ
ま
す
。
印
鑑
を
持
参
し
て
届
出
て

く
だ
さ
い
。
届
出
は
転
出
前
に
も
で
き

ま
す
し
、
転
出
後
で
も
十
四
日
以
内
な

ら
で
き
ま
す
。

　
町
内
で
住
所
を
移
し
た
と
き
に
必
要

な
届
出
で
す
。
予
定
で
の
転
居
届
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
実
際
に
移
っ
て
か
ら

十
四
日
以
内
に
印
鑑
を
持
参
し
て
届
出

て
く
だ
さ
い
。

世
帯
変
更
の
届
出
に
は
世
帯
主
変
更
、

世
帯
分
離
、
世
帯
合
併
が
あ
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
変
更
が
あ
っ
て
か
ら
十
四

覧出届

日
以
内
に
印
鑑
を
持
参
し
て
届
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

届出の名称
・「　　　障

届出の期間 必要なもの
、、1…態…煮，塵　順……！…、、

転　　　入r一　、窟 転入した日か ①印鑑（認印でよい） 弓1っ越しをする前に転入
』i　i ら14日以内 ②転出証明書（前住所地の市区町村で発行） 届をすることはできませ

パ ③国民年金手帳（加入者のみ） ん。

葺
④入園許可書（幼稚園・該当者のみ）

殊

　1響
　

⑤在学証明書、教科書給与証明書（以上小中
E 学校・該当者のみ）

転｝「、断
　　　　　嗜／i

、届諸

　β
あらかじめ転 ①印鑑（認印でよい） 転出証明書を発行いたし

出する前か転 ②国民健康保険証（加入者のみ） ますので、転出先の市町

P　瞬 出後14日以内 ③老人、乳児等の医療証（該当者のみ） 村で転入届をしてくださ

　　　　誘殿

④印鑑登録証（登録者のみ） い。

，雛転 居 鵡届、1 転居をした日 ①印鑑（認印でよい） 引っ越しをする前に転居

　　　E』l　l

i鰹 から14日以内 ②国民年金手帳（加入者のみ） 届をすることはできませ

③国民健康保険証（加入者のみ） ん。

④老人、乳児等の医療証（該当者のみ）

⑤印鑑登録証（登録者のみ）
噸

，，“世　　帯．撫瑛海．

簾灘薄棚
一ii

講
一

一
一
「

…贈

変更した日か

ら14日以内

①印鑑（認印でよい）

②国民健康保険証（加入者のみ）

変更をする前に変更届は

できません。
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各証明のご案内①印鑑登録、●住民登録、

鑑
録

印
登

　
あ
な
た
の
お
持
ち
の
印
鑑
を
、
あ
な

た
個
人
の
も
の
と
し
て
公
に
証
明
す
る

た
め
の
登
録
制
度
で
す
。

　
印
鑑
登
録
証
明
書
は
、
不
動
産
の
登

記
や
金
銭
貸
借
な
ど
に
使
わ
れ
る
大
切

な
も
の
で
す
。

　
印
鑑
登
録
を
す
る
と
、
印
鑑
登
録
証

が
交
付
さ
れ
ま
す
。
印
鑑
登
録
証
は
、

印
鑑
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る
と
き
に

必
要
で
、
こ
れ
が
あ
れ
ば
、
誰
で
も
印

鑑
証
明
書
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
印
鑑
登
録
証
は
自
分
自
身
で
大
切

に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

　
登
録
に
際
し
て
は
、
本
人
が
直
接
窓

口
に
来
て
申
請
す
る
の
が
原
則
で
、
そ

の
と
き
に
は
運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確

認
の
で
き
る
も
の
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
や
む
を
得
な
い
理
由
で
本
人

が
直
接
申
請
で
き
な
い
と
き
は
、
代
理

申
請
も
で
き
ま
す
が
、
そ
の
場
合
は
委

任
の
旨
を
証
す
る
書
面
が
必
要
で
す
。

「

●

　
印
鑑
登
録
で
き
る
人
は
、
江
南
町
の

住
民
基
本
台
帳
に
記
載
し
て
あ
る
か
、

外
国
人
登
録
し
て
あ
る
人
で
十
五
歳
以

上
の
人
で
す
。

　
た
だ
し
、
二
十
歳
未
満
の
人
の
場
合

は
両
親
等
の
同
意
書
が
必
要
で
す
。

▼
必
要
な
も
の

　
O
登
録
す
る
印
鑑

　
O
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
官

　
　
公
署
発
行
の
写
真
付
き
身
分
証
明

　
　
書
な
ど
、
本
人
で
あ
る
こ
と
が
そ

　
　
の
場
で
確
認
で
き
る
も
の

※
本
人
確
認
で
き
る
も
の
が
な
い
場
合

　
に
は
保
証
人
（
町
に
印
鑑
登
録
し
て

　
い
る
方
）
が
必
要
で
す
。

▼
必
要
な
も
の

　
○
登
録
す
る
印
鑑

　
○
委
任
の
旨
を
証
す
る
書
面

◎
代
理
申
請
の
場
合
、
ま
た
は
本
人
申

　
請
で
も
、
運
転
免
許
証
等
本
人
確
認

　
の
で
き
る
も
の
が
な
く
、
保
証
人
も

　
つ
け
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
本
人
の

　
意
思
確
認
の
た
め
、
郵
便
照
会
を
し

　
ま
す
。
印
鑑
登
録
証
の
交
付
に
一
週

　
間
程
度
の
期
間
が
必
要
と
な
り
ま
す

　
の
で
、
ご
注
意
下
さ
い
。

▼
登
録
で
き
る
印
鑑

　
○
登
録
で
き
る
印
鑑
は
一
人
一
個
で

　
　
す
。

　
○
印
影
の
大
き
さ
が
、
一
辺
の
長
さ

　
　
八
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
正
方
形
に
お

　
　
さ
ま
ら
ず
、
か
つ
一
辺
の
長
さ
二

　
　
十
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
正
方
形
に

　
　
お
さ
ま
る
も
の
。

　
○
住
民
基
本
台
帳
及
び
外
国
人
登
録

　
　
原
票
の
氏
名
・
氏
・
名
ま
た
は
そ

　
　
の
一
部
を
組
合
せ
た
も
の
。

▼
登
録
で
き
な
い
印
鑑

　
O
す
で
に
登
録
し
て
あ
る
印
鑑

　
○
変
形
し
や
す
い
印
鑑
（
ゴ
ム
印
等
）

　
O
摩
滅
し
た
印
鑑
、
外
枠
が
か
け
て

　
　
い
る
印
鑑
。

　
○
印
影
が
不
鮮
明
な
印
鑑
ま
た
は
文

　
　
字
の
判
読
困
難
な
印
鑑
。

　
O
そ
の
他
登
録
印
と
し
て
適
当
で
な

　
　
い
も
の
。

（3）



　
住
民
票
の
写
し
や
印
鑑
証
明
、
戸
籍

謄
抄
本
等
は
、
日
常
生
活
で
最
も
な
じ

み
深
い
証
明
書
類
の
ひ
と
つ
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
こ
れ
ら
の
書
類
は
、
皆
さ
ん
の
請
求

に
応
じ
て
住
民
課
窓
口
で
交
付
さ
れ
ま

す
が
、
な
る
べ
く
ス
ム
ー
ス
に
お
と
り

い
た
だ
け
る
よ
う
、
表
に
ま
と
め
ま
し

た
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
．
い
砥
）

住民課（窓ロ係）の主な証明

証硝φ櫨類 請求に必要な噛の聴手数料嫁 謹・奪　慧…1…稲嚢事護　項、

・戸　　籍「　謄　　本 印鑑（認印でよい） 1通300円 ○とることができるのは

（戸籍の全部を謄写iし鷺もの） ①同じ戸籍にある者、またはその配偶者、直系尊属、直

系卑属。

戸　　籍　　抄　　本1 ②弁護士、司法書士等が職務上請求する場合。

（戸籍の一部を謄写したもの） ③’①②以夕トの方が使用目的を明らかにした場合（使用

目的を明らかにする書面等の提出を求める場合あり）

※使用目的を明らかにしても、それが基本的人権の侵害

になる恐れのある場合等は、交付できません。

○江南町に本籍のない方の戸籍はとれません。

除籍、謄　　　抄本 印鑑（認印でよい） 1通500円 ○とることができるのは

①同じ除籍、改製原戸籍にある者、または、その配偶者、

改製原戸籍謄・抄本・ 直系尊属、直系卑属。

②弁護士、司法書士等が職務上請求する場合。

③①②以タトの方が、相続関係を証明する必要があるとき、

裁判所等の官公署に提出する必要があるときなどに限

り、請求する場合（必要なことを書面等で証明しなけ

ればなりません）

O江南町に除籍、改製原戸籍のない方のものはとれません。

住　民　票　の、写　し 印鑑（認印でよい） 1枚100円 O第三者の方がとる場合は使用目的を明らかにしなけれ

ばなりません。

印　　鑑　　証　　明 印鑑登録証 1通100円 ○印鑑登録証を窓ロで提示しないととれません。

戸籍の附票の写し 印鑑（認印でよい） 1通100円 O第三者の方がとる場合は使用目的を明らかにしなけれ

ばなりません。

（4）



第

日
目

　
平
成
二
年
度
、
第
一
回
江
南
町
海
外

視
察
が
平
成
三
年
三
月
二
十
日
か
ら
七

日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回

か
ら
六
回
に
わ
た
り
、
一
日
ご
と
の
感

想
を
報
告
書
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
を

研
修
レ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
掲
載
い
た
し

ま
す
。

　
三
月
二
十
日
、
正
午
よ
り
今
井
団
長

以
下
九
名
健
康
に
て
そ
ろ
い
、
出
発
式

を
複
合
施
設
に
て
行
い
、
町
長
よ
り
出

発
に
あ
た
っ
て
の
あ
い
さ
つ
を
う
け
て

役
場
を
十
二
時
四
十
分
に
出
発
す
る
。

東
北
自
動
車
道
加
須
イ
ン
タ
ー
よ
り
高

速
道
路
を
乗
り
つ
い
で
成
田
に
向
う
。

　
午
後
四
時
、
成
田
着
。
手
荷
物
検
査

の
後
税
関
手
続
。

江
南
号
成
田
号
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

　
午
後
五
時
五
十
分
、
塔
乗
。
湾
岸
戦

争
の
関
係
か
ら
な
の
か
空
席
が
か
な
り

め
だ
つ
。
機
内
放
送
に
よ
る
と
、
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
ま
で
、
距
離
八
、
五
〇

〇
㎞
、
所
要
時
間
八
時
間
三
十
分
、
現

地
の
天
候
は
雨
と
の
こ
と
。

　
午
後
六
時
三
十
五
分
、
離
陸
。
機
内

で
は
、
二
度
の
機
内
食
（
軽
い
も
の
）

を
と
る
。
途
中
、
気
流
の
状
態
が
悪
く

ベ
ル
ト
サ
イ
ン
が
出
る
。
午
前
零
時
二

十
分
ご
ろ
か
ら
明
る
く
な
り
は
じ
め
る
。

そ
の
う
ち
に
、
機
内
の
大
勢
の
人
が
さ

わ
ぎ
始
め
た
の
で
、
何
だ
ろ
う
と
窓
か

ら
外
を
見
る
と
、
霧
状
の
雲
の
間
か
ら

眼
下
に
紺
碧
の
海
と
緑
の
大
地
そ
の
間

に
ま
っ
白
な
波
が
実
に
き
れ
い
で
あ
る
。

　
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
時
間
二
十
日
、

午
前
十
時
十
七
分
（
日
本
時
間
二
十
一

日
、
午
前
三
時
十
七
分
）
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
国
際
空
港
に
無
事
着
陸
す
る
。

タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル
よ
り
荷
物
を
受
取
り
、

入
国
審
査
へ
と
進
む
。
ア
メ
リ
カ
に
つ

く
と
全
て
英
語
で
あ
る
。
不
安
な
気
持

で
審
査
の
順
番
を
ま
っ
て
い
た
が
、
審

査
の
と
き
は
日
本
語
で
対
応
し
て
く
れ

た
の
で
助
か
っ
た
。

　
全
員
審
査
も
終
わ
り
、
大
型
ハ
イ
デ

ッ
カ
ー
バ
ス
に
案
内
さ
れ
、
右
側
通
行

の
た
め
右
側
か
ら
乗
車
す
る
。
習
慣
が

コ

違
う
た
め
、
な
に
か
へ
ん
で
あ
る
。

　
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
見
学
始
ま
る
。

自
動
車
は
国
際
色
ゆ
た
か
で
、
大
き
い

車
か
ら
小
さ
い
車
、
新
車
か
ら
か
な
り

ひ
ど
い
車
（
車
検
が
な
い
そ
う
で
す
。
）

ま
で
ゆ
っ
た
り
と
整
備
さ
れ
た
道
路
網

を
縦
横
無
尽
に
走
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

電
車
・
地
下
鉄
が
少
な
い
た
め
と
、
ガ

ソ
リ
ン
一
ガ
ロ
ン
（
約
三
・
八
2
）
が

百
四
十
円
と
安
く
な
っ
て
い
る
の
も
一

因
で
車
社
会
の
見
本
の
よ
う
に
感
じ
た

の
が
第
一
印
象
で
す
。
ま
た
、
こ
の
中

で
日
本
車
の
し
め
る
割
合
が
多
い
の
に

も
驚
き
ま
し
た
。

　
そ
の
う
ち
に
周
囲
を
一
望
で
き
る
小

高
い
峠
へ
と
案
内
さ
れ
、
眼
下
に
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
高
層
ビ
ル
群
、
市
内
、

そ
し
て
海
、
ま
た
そ
こ
に
架
か
る
ゴ
ー

ル
デ
ン
ゲ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
な
ど
最
高
の

な
が
め
で
あ
る
。
こ
こ
で
記
念
写
真
を

撮
る
。

　
そ
れ
か
ら
、
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
ガ
ー
デ

ン
ヘ
と
向
う
。
こ
こ
で
は
桜
が
八
分
咲

き
で
あ
り
、
と
て
も
美
し
く
日
本
の
よ

う
で
好
感
が
も
て
た
。

　
午
後
十
二
時
五
十
分
、
ゴ
ー
ル
デ
ン

ゲ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
に
着
く
。
こ
の
橋
は

今
か
ら
約
五
十
年
も
前
か
ら
工
事
が
始

め
ら
れ
た
と
い
う
、
長
さ
三
㎞
の
湾
を

ま
た
ぎ
、
ワ
イ
ヤ
i
二
万
七
千
本
を
一

束
（
直
径
約
六
十
㎝
）
に
し
て
、
橋
の

上
の
両
サ
イ
ド
で
吊
っ
た
美
し
く
、
広

く
（
歩
道
付
き
の
八
車
線
）
、
力
強
い

橋
に
感
嘆
す
る
。
日
本
で
は
、
最
近
同

様
の
橋
が
か
か
っ
た
ば
か
り
だ
と
い
う

の
に
。

　
午
後
一
時
、
昼
食
。
そ
の
後
日
本
人

街
へ
立
ち
寄
る
。

　
午
後
三
時
半
、
ホ
テ
ル
着
。
ロ
ビ
ー

に
て
数
々
の
説
明
が
あ
り
、
治
安
が
よ

く
な
い
の
で
注
意
と
の
こ
と
。
そ
の
後

自
由
時
間
。

　
午
後
七
時
、
夕
食
。
ホ
テ
ル
か
ら
十

五
分
程
歩
い
た
と
こ
ろ
の
レ
ス
ト
ラ
ン

で
ス
テ
ー
キ
を
食
べ
る
。
本
場
ア
メ
リ

カ
で
食
べ
る
ス
テ
ー
キ
の
味
、
お
い
し

か
っ
た
。

　
ア
メ
リ
カ
視
察
一
日
目
、
広
大
な
地

　
ゆ
う
ゆ
う

に
悠
々
と
し
た
道
路
網
、
街
並
、
ビ
ル

群
、
住
宅
そ
し
て
、
そ
こ
を
駆
け
足
な

ど
忙
し
げ
に
し
て
い
る
人
た
ち
は
い
な

く
、
余
裕
が
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
、
街

路
に
は
日
本
と
違
い
大
型
看
板
、
ネ
オ

ン
な
ど
は
な
く
、
緑
が
多
く
生
活
様
式

の
違
い
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
夜
に
は

市
内
の
ビ
ル
と
い
う
ビ
ル
、
住
宅
は
電

気
を
つ
け
た
ま
ま
で
、
　
”
百
万
ド
ル
”

以
上
の
輝
き
で
あ
る
。
　
（
電
気
料
が
日

本
に
比
べ
非
常
に
安
い
と
の
こ
と
。
）

　
そ
し
て
、
他
国
語
を
聞
き
な
が
ら
、

マ
ナ
ー
を
合
わ
せ
、
そ
こ
で
わ
た
し
た

ち
は
外
国
人
に
映
り
、
ア
メ
リ
カ
人
は

我
々
に
友
好
的
に
接
し
て
く
れ
て
い
る

が
、
日
本
に
お
い
て
は
外
国
人
を
偏
見

的
に
見
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
ち
ら

で
も
友
好
的
に
接
す
る
心
を
養
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
今
日
一
日
、
と
て
も
す
ば
ら
し
い
体

験
と
感
激
に
ひ
た
っ
た
一
日
で
し
た
。

厳
、

塙

　
次
回
は
、

ま
す
。

第
二
日
目
を
お
お
く
り
し

（5）
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杉田町議会議長

地方制度調査会委員に任命される

創造とふれあし、の

　4月26日、町議会議長の杉田彌平氏が内閣総理大

臣より、第23次地方制度調査会（首相の諮問機関）の

委員に任命されました。

　地方制度調査会は、内閣総理大臣の諮問に応じ、

憲法の理念を実現することを目的として地方制度に

関する重要事項を調査、審議するもので、総理府の

附属機関であります。

　委員は、国会議員、関係各行政機関の職員、地方

公共団体の長・議会議員・職員、学識経験者のうち

から内閣総理大臣が任命するものとされ、非常に名

誉ある重要な職であります。
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　　多目的な利用により

新しい時代に対応する校舎

　「創造とふれあいの殿堂」をメインテーマに平成3年3月

に完成しました町立江南北小学校特別教室棟は鉄筋コンクリ

ート2階建、一階中央にピロティを広く設け中庭との調和が

図られています。各階の特別教室には時代に対応した設備が

完備され、二階中央部分は多目的な利用によって新しい教育

に対応できるよう設計されています。建物の概要については、

つぎのとおりです。

○敷地拡張面積　　3，460rd（全敷地面積19，248rd）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2O建築面積
○工　　期

○施　　工

○設計監理

o施設内容

○建設費

戦1

縄、il匙、L、、　灘

鉄筋コンクリート造2階建　1，873m

平成2年7月20日～平成3年3月8日
古郡、小川特別共同企業体

株式会社　光建築研究所
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仲人さんに感謝状

　4月30日、議会会議室で平成2年度農

業後継者媒女勾人の褒賞式が行われました。

　これは、農業後継者対策として行われ

たもので、功労をたたえるための感謝状

と褒賞金が15組のカップルをまとめてい

ただいた、媒女勺人のみなさんへ贈られま

した。
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O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
◇
　
O
　
O

お
酒
を
上
手
に
飲
ん
で
肝
臓
を
大
切
に

増
え
て
い
る
ア
ル
コ
ー
ル
性

　
　
　
　
　
　
肝
臓
病

　
日
本
の
ア
ル
コ
L
ル
（
酒
）
消
費
量

は
年
々
増
え
、
こ
の
三
十
年
間
に
六
倍

と
急
上
昇
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
と
も

な
い
、
お
酒
が
原
因
と
な
る
肝
臓
病
も

増
加
し
肝
臓
病
全
体
の
約
二
割
を
し
め

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
も

　
　
　
、
　
　
　
　
　
》

　
　
　
　
　
　
，

　
　
◎

　
　
　
　
　
　
ミ

！σ￥
。
（

、
、

原
因
は
ア
ル
コ
ー
ル

　
（
お
酒
）
の
飲
み
す
ぎ

　
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
障
害
は
、
個
人
差

は
あ
り
ま
す
が
、
平
均
的
に
は
飲
む
量

と
年
数
に
比
例
し
て
発
生
し
ま
す
。
お

酒
の
適
量
を
越
え
て
毎
日
の
よ
う
に
飲

ん
で
い
る
と
ほ
と
ん
ど
肝
臓
が
や
ら
れ

て
き
ま
す
。

　
　
　
　
か
ん
じ
ん

　
肝
臓
は
「
肝
腎
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る

よ
う
に
、
き
わ
め
て
大
切
な
働
き
を
し

て
い
ま
す
。
体
が
使
う
物
質
を
合
成
し

た
り
毒
を
解
毒
し
た
り
、
こ
ま
か
く
数

え
る
と
五
百
種
以
上
の
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。
こ
の
肝
臓
が
働
く
機
能
を
失
っ

て
く
る
の
で
す
。
　
「
お
か
し
い
」
と
気

づ
い
た
時
に
は
回
復
が
因
難
と
い
う
こ

と
も
あ
る
の
で
す
。

　
そ
れ
で
は
上
手
に
飲
む
た
め
に
は
、

ど
の
よ
う
な
点
に
気
を
つ
け
た
ら
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
。

◎
一
日
二
合
以
下
に

　
夜
飲
ん
で
朝
仕
事
を
す
る
の
で
す
か

ら
、
約
十
二
時
間
の
間
に
肝
臓
が
処
理

で
き
る
ア
ル
コ
ー
ル
の
量
は
、
日
本
酒

な
ら
三
合
ま
で
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
、
ぎ
り
ぎ
り
一
ぱ
い
の
量
で
す

か
ら
、
二
合
以
下
が
よ
い
よ
う
で
す
。

ビ
ー
ル
な
ら
大
び
ん
二
本
、
ウ
ィ
ス
キ

呑
ろ
｛

㌧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚

1
な
ら
ダ
ブ
ル
ニ
杯
で
す
。
　
　
　
　
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◎
週
二
回
の
休
肝
日
を
　
　
　
　
　
　
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
一
日
で
も
お
酒
を
休
む
と
、
肝
臓
は
び
噂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

ず
い
ぶ
ん
回
復
す
る
も
の
で
す
。
疲
れ
ゲ
噂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

て
い
る
肝
臓
を
ぜ
ひ
休
ま
せ
て
あ
げ
て
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

◎
飲
ん
だ
ら
食
べ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
肝
臓
の
細
胞
は
、
た
ん
ぱ
く
質
か
ら
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

で
き
て
い
ま
す
の
で
、
魚
・
肉
・
豆
腐
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど
の
豆
類
な
ど
、
た
ん
ぱ
く
質
を
中
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

心
と
し
た
栄
養
を
十
分
に
と
る
こ
と
は
、
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

肝
臓
の
回
復
力
を
高
め
る
わ
け
で
す
。
　
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢
⑩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚

　
ス
ト
レ
ス
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
成
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

人
病
が
誘
発
さ
れ
ま
す
が
、
少
量
の
お
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

酒
は
ス
ト
レ
ス
を
発
散
し
て
く
れ
ま
す
．
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
　
　
　
　
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
◎
　
◇
　
O
　
O
　
O
　
O
　
◇
　
O
　
O

た
わ
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

上
手
に
飲
ん
で
、
そ
し
て
、
肝
臓
を
い
㈱

ー
ロ
メ
モ

便
秘
に
こ
用
心

　
肝
臓
に
は
、
体
内
の
有
害
物
質
を
分

解
し
て
、
身
体
に
害
の
な
い
物
質
に
変

え
る
、
い
わ
ゆ
る
解
毒
作
用
が
あ
り
ま
す
。
・

　
し
か
し
、
便
秘
す
る
と
当
然
毒
物
が

大
量
に
発
生
す
る
こ
と
に
な
り
肝
臓
の

仕
事
量
も
増
え
、
必
要
以
上
の
負
担
を

か
け
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
で
き
る
だ
け
便
秘
は
さ
け

た
い
も
の
で
す
。
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0
㊥
0
0

　
四
月
二
十
一
日
と
二
十
八
日
の
二
日

問
、
春
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
運
動

公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
二
十
一
チ
ー

ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
こ
の
大
会
は
、

熱
戦
の
末
、
御
正
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
が
優

勝
し
ま
し
た
。
な
お
女
子
の
部
で
は
ホ

ワ
イ
ト
レ
デ
ィ
ー
ス
チ
ー
ム
が
優
勝
し

ま
し
た
。
出
場
チ
ー
ム
と
結
果
（
準
々

決
勝
以
上
）
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

●
出
場
チ
ー
ム

　
江
南
南
会
、
野
原
親
睦
会
、
千
代
ク

　
ラ
ブ
、
成
友
ク
ラ
ブ
、
片
山
ア
イ
ア

　
ン
ズ
、
小
江
川
A
、
中
央
ク
ラ
ブ
、

　
メ
タ
ル
フ
ォ
ー
ム
ズ
、
御
正
プ
リ
ン

　
ス
、
春
の
原
ク
ラ
ブ
、
樋
春
親
睦
会
、

　
ブ
ル
ー
バ
ー
ド
ク
ラ
ブ
、
小
江
川
新

　
道
ク
ラ
ブ
、
大
原
ク
ラ
ブ
、
御
正
ク

　
ラ
ブ
、
ト
ン
ネ
ル
ズ
、
ア
ス
レ
ジ
ャ

　
ー
ク
ラ
ブ
、
板
井
、
中
央
ク
リ
ー
ン
、

　
パ
ー
ク
シ
テ
ィ
ー
ズ
、
三
本
ク
ラ
ブ

▼
男
子
の
部

　
　
　
　
　
　
　
5
　
　
　
・
御
正
プ
リ
ン
ス

御正クラブ
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ラ
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ラ
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撫さと
幕再発見

地
名
は
語
る

「
板

　
　
　
　
　
　
　
　
山
林
・
畑
地
の
多

い
平
坦
な
土
地
で
す
が
、
西
か
ら
東
へ

流
れ
る
和
田
川
に
面
し
て
集
落
を
望
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
和
田
川
の
つ
く
る

沖
積
地
は
水
田
と
し
て
利
用
さ
れ
、
嵐

山
町
・
川
本
町
境
か
ら
県
道
熊
谷
・
小

川
線
に
か
け
て
は
、
古
い
時
代
か
ら
開

墾
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
古
代
の
開

発
、
こ
れ
が
「
板
井
」
の
地
名
の
由
来

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
板
井
に
は
、
地
名
の
由
来
に
関
係
す

る
証
拠
が
現
地
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

ひ
と
つ
は
古
代
に
始
ま
る
出
雲
乃
伊
波

比
神
社
、
も
う
ひ
と
つ
は
中
世
に
さ
か

の
ぼ
る
篠
場
長
命
寺
で
す
。
こ
の
二
例

を
主
題
に
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　
伊
波
比
神
社
は
和
田
川
の
せ
せ
ら
ぎ

を
間
近
に
聴
く
場
所
に
鎮
座
し
て
い
ま

す
。
周
辺
の
地
名
に
「
鹿
島
」
「
氷
川
」

が
あ
り
ま
す
。
水
源
と
耕
作
地
を
守
る

農
耕
神
を
祭
る
に
は
最
適
の
地
で
す
。

周
辺
に
は
多
く
の
遺
跡
が
埋
れ
、
古
代

か
ら
人
々
の
住
み
易
い
土
地
で
あ
っ
た

よ
う
で
す
。
神
話
の
世
界
に
は
国
造
り

の
頃
、
出
雲
の
人
々
が
稲
を
携
え
東
国

の
開
墾
に
や
っ
て
来
た
と
さ
・
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
時
代
は
三
～
四
世
紀
頃
に
符

合
し
、
町
内
の
塩
古
墳
群
や
周
辺
の
集

落
の
成
立
と
時
期
を
同
じ
く
し
ま
す
。

以
後
、
奈
良
、
平
安
時
代
ま
で
集
落
の

井
』

第12話

安
定
的
な
発
展
を
遺
跡
の
調
査
か
ら
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
新
し
い
稲
の
収
穫
を
祝
い
、
翌
年
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
い
な
め

豊
か
な
稔
り
を
祈
願
す
る
祭
り
を
新
嘗

さ
い祭

と
い
い
宮
中
や
出
雲
大
社
等
で
行
わ

れ
ま
す
。
一
般
の
神
社
で
は
初
穂
祭
と

呼
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
内
容
は
同
じ

で
す
。
当
時
、
こ
の
稲
を
刈
る
田
は
特

別
な
田
と
し
て
区
別
さ
れ
ま
し
た
。
伊

波
比
神
社
で
は
「
岩
比
田
」
の
地
名
の

場
所
が
こ
こ
に
当
た
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
岩
比
田
は
イ
ワ
イ
ダ
の
こ
と
で
イ

ワ
イ
は
本
来
「
斎
・
祝
」
の
文
字
が
正

し
い
の
で
、
岩
比
は
当
て
字
と
考
え
た

方
が
良
い
で
し
ょ
う
。

　
平
安
時
代
の
延
喜
式
神
名
帳
に
、
男

蓑
郡
内
の
官
社
と
し
て
出
雲
乃
伊
波
比

神
社
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
里
・

比
企
郡
は
一
社
で
す
が
、
男
裏
郡
は
有

力
な
郡
で
あ
っ
た
た
め
三
社
あ
り
ま
す
。

　
現
在
の
伊
波
比
神
社
は
江
戸
時
代
に
、

氷
川
神
社
で
あ
っ
た
も
の
が
明
治
時
代

に
先
の
由
緒
を
基
に
改
め
た
も
の
で
す
。

　
本
来
の
伊
波
比
神
社
が
町
に
あ
っ
た

で
あ
ろ
う
こ
と
は
遺
跡
や
伝
承
な
ど
か

ら
可
能
性
は
高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

板
井
の
地
名
は
、
伊
波
比
・
岩
比
の

「
イ
ワ
イ
」
の
あ
る
地
域
と
い
う
地
元

や
周
辺
地
域
の
認
識
が
あ
っ
た
と
思
わ

れ
、
　
「
イ
ワ
イ
」
か
ら
「
イ
タ
イ
」
へ

の
地
名
が
定
着
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
中
世
に
は
長
命
寺
が
有
力
な
修
験
寺

院
と
し
て
突
如
現
わ
れ
ま
す
。
京
都
洛

北
聖
護
院
に
連
な
る
格
式
の
高
い
寺
で
、

当
時
の
男
会
郡
だ
け
で
な
く
比
企
、
幡

羅
、
榛
沢
郡
内
ま
で
宗
務
に
関
係
し
た

権
限
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
伝
え
に
は
、

平
安
時
代
末
期
の
創
建
と
さ
れ
不
動
尊

を
本
尊
と
し
て
い
ま
す
。
記
録
は
室
町

時
代
か
ら
明
治
時
代
ま
で
の
古
文
書
が

残
っ
て
い
ま
す
。
正
式
に
は
板
井
山
薬

王
院
長
命
寺
と
い
い
ま
す
が
、
篠
場
の

長
命
寺
の
呼
び
名
が
広
ま
っ
て
い
た
よ

う
で
す
。
長
命
寺
文
書
の
天
文
二
十
三

年
（
一
五
五
四
年
）
の
も
の
が
初
見
で
、

武
州
篠
場
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
長
命
寺
は
明
治
の
神
仏
分
離
に
よ
り

廃
寺
と
な
り
ま
し
た
。
寺
堂
は
無
く
な

り
、
そ
の
一
部
は
現
在
の
出
雲
乃
伊
波

比
神
社
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
拝
殿
の

障
壁
画
・
格
天
丼
の
花
鳥
霊
獣
図
は
、

元
の
長
命
寺
の
仏
堂
に
使
わ
れ
て
い
た

も
の
で
す
。
ま
た
本
堂
の
不
動
尊
は
、

北
向
不
動
と
呼
ば
れ
養
蚕
の
守
神
と
の

信
仰
も
集
め
て
い
た
よ
う
で
す
。
現
在

は
宝
光
寺
に
移
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
長
命
寺
に
由
来
す
る
地
名
に
は
、
桜

が
関
係
し
て
い
ま
す
。
寺
伝
に
桜
の
古

木
が
あ
り
枯
れ
た
の
ち
も
植
え
直
し
、

長
命
寺
桜
と
し
て
守
っ
た
と
い
い
ま
す
。

長
命
寺
跡
の
周
囲
に
は
桜
山
・
桜
ヶ
丘

の
地
名
が
残
っ
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く

長
命
寺
の
桜
に
ゆ
か
り
を
持
つ
地
名
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
平
成
三
年
度
江
南
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
結
団
式
が
四
月
二
十
九
日
、
町
民
体

育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
入
場
行
進
を
し
、

立
派
に
結
団
の
ち
か
い
を
行
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
式
典
の
中
で
、
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
に
功
労
の
あ
っ
た
指
導
者
と
保
護

者
十
三
名
に
表
彰
が
行
わ
れ
、
平
成
三

年
度
指
導
者
へ
本
部
長
よ
り
委
嘱
状
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

会
員
き
募
集

　
　
　
　
し
で
ひ
ま
・
す

マ
イ
体
操
2
つ
プ

　
若
さ
と
健
康
を
保
つ
た
め
に
一
緒
に

楽
し
く
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
し
ま
せ
ん
か
！

　
誰
に
で
も
で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

・
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
、
筋
肉
が
ほ
ぐ
れ
る

よ
う
に
軽
い
動
き
の
運
動
を
と
り
入
れ
、

無
理
を
し
な
い
で
体
力
を
ア
ッ
プ
し
ま

す
。　

日
ご
ろ
の
運
動
不
足
を
解
消
し
て
、

さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

場
　
所

時
　
間

間
合
せ

江
南
町
民
体
育
館

毎
週
月
曜
日
　
午
前
十
時
三

〇
分
～
十
二
時
ま
で

町
教
育
委
員
会

費
三
六
－
五
四
六
八

十
六
日

二
十
三
日

町
民
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
　
　
　
（
運
動
公
園
）

江
南
町
バ
ト
ミ
ン
ト
ン

大
会
　
　
（
町
民
体
育
館
）

（9）



内容日常生活での悩みごと　　　退職共済年金は65歳になるまで支給　　員がおります。
問合せ　社会福祉協議会　内線252　　　　停止になりますので、ご注意くださ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名柴　　芳夫さん
　　暴力問題等相談　　　　い。　　　　　　　　　　　住所大字柴153番地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　繰上げ請求と繰下げ請求の差　　　　　電　話　36＿0931
　相談員を県民センターへ出張させ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（繰上げ）
て、暴力団から被害を受けたり、覚　　　　　　　　　　　 氏名木村巳美
せい剤問題などでお困りの人から相　　年齢60歳61歳62歳63歳64歳　　住所大字千代108番地1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　から　から　から　カ・ら　から　　　　　　　　＿
談をお受けします。　　　　　　害処颪【Ω。∠久r。∠7g。∠Ω∩。∠Ω。。宏　　電話36－2281

聾

　相談は無料で、秘密は守られます。

お気軽にご相談ください。

児童手当及び特例給付

現況届の提出について

年　齢

支給率

60歳

から

58％

61歳

から

65％

62歳

から

72％

63歳

から

80％

64歳

から

89％

　65歳
　から

100％　　　　（繰下げ）

年　齢

支給率

66歳

から

112％

67歳

から

126％

68歳

から

143％

69歳

から

164％

70歳

から

188％

　児童手当及び特例給付受給者は毎

年6月に現況届を提出することにな

っております。現況届が提出されま

せんと、6月以降手当の支給が受け

られなくなりますので、早めに提出

されますようお願いします。

提出期限　6月1日～20日

提出先　役場住民課

町史編さん係よりお願い

　町では、町史編さん事業を実施す

るための作業を進めておりますが、

みなさまのお宅に古い文書、遺物、

写真などをお持ちの人は教育委員会

町史編さん係までご連絡ください。

　正確な町史を作成するため、みな

さまのご協力をお願いいたします。

費36－5468（直通）

　36－1521内線237

　　人権擁護委員の日

　人権擁護委員制度をご存知ですか。

　6月1日は、人権擁護委員法が施
行された日です。

　日本が戦後新しく生まれ変わった

とき、何よりもまず国民の基本的人

権の擁護と人権思想の普及高揚が強

く求められ、基本的人権の尊重を基

調とした日本国憲法が制定されまし
た。

　人権は、人間が平和に生きて行く

上で、最も大切な権利です。自分だ

けでなく、あなたもわたしもみんな

人権が尊重されなければなりません。

つまり人権は共存するものなのです。

　お互いに人権を守って明るい社会

をつくることが、わたしたちの願い
です。

　町には、町長から推せんされ、法

務大臣が委嘱したつぎの人権擁護委

内容日常生活での悩みごと
問合せ　社会福祉協議会　内線252

　　暴力問題等相談
　相談員を県民センターへ出張させ

て、暴力団から被害を受けたり、覚

せい剤問題などでお困りの人から相

談をお受けします。

日時6月14日團
　　　午前10時～午後4時

場所熊谷地方県民センター第2
　　　会議室　熊谷市熊谷861

　　　君24－1110
問合せ　働埼玉県暴力追放・薬物乱

　　　用防止センター

　　　君048－834－2140

圏　圓　囮
老齢基礎年金の
繰上げ請求は慎重に

　老齢基礎年金は65歳から支給され

ますが、65歳前に支給することもで

きます。

　繰上げ請求は、60歳から64歳まで

の間の希望する時からできますが、

年金額は図のように減額されます。

逆に65歳以降、繰下げて請求もでき

ます。この場合、年金額は増額され

ます。支給率は生涯変わりませんの

で、特に繰上げ請求をされる場合は

ご注意ください。

　また、特別支給の老齢厚生年金、

退職共済年金を受給しているかたが

繰上げ請求をすると、老齢厚生年金

ε
う
を
勘

俳
句
会
⑳

筍
の
初
を
吾
が
娘
に
送
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
瀬
山
芳
久

姿
よ
く
初
筍
の
掘
ら
れ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
宅
森
清
次

筍
の
呑
り
嬉
し
き
タ
餉
か
な

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
慎
治
郎

筍
を
ゆ
が
く
匂
ひ
す
喪
の
隣
家

　
　
　
　
　
　
　
岡
部
正
次

筍
や
故
郷
の
土
産
と
持
た
せ
や
り

　
　
　
　
　
　
　
小
島
孫
一

初
掘
り
の
筍
飯
を
仏
前
に

　
　
　
　
　
　
　
吉
沢
猪
祐

初
掘
り
の
筍
篭
に
入
れ
ら
る
る

　
　
　
　
　
　
　
関
口
文
三
郎

民
宿
の
筍
づ
く
し
竹
の
皿

　
　
　
　
　
　
　
井
上
道
子

筍
や
父
母
な
き
里
の
疎
遠
が
ち

　
　
　
　
　
　
　
古
谷
ま
つ

　
つ
ギ
　
　
わ

筍
に
蹟
き
詫
び
て
通
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
新
井
加
津

筍
へ
背
伸
び
し
て
い
る
子
供
か
な

　
　
　
　
　
　
　
沢
田
乃
芙
子

旬
の
味
竹
の
子
飯
の
届
け
ら
る

　
　
　
　
　
　
　
市
川
マ
ツ
エ

筍
に
タ
陽
ゆ
っ
く
り
落
ち
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
飯
塚
洋
子

筍
や
背
文
ま
ち
ま
ち
天
に
伸
び

　
　
　
　
　
　
　
新
井
ト
モ
子

の

筍
や
童
子
の
ご
と
く
竹
寺
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
花
枝
q

筍
の
春
り
ほ
の
か
に
酒
の
友

　
　
　
　
　
　
小
鹿
原
そ
の
子

大
屋
根
を
隠
し
て
光
る
柿
若
葉

　
　
　
　
　
　
　
笠
原
久
枝

朝
ま
だ
き
筍
掘
る
音
か
ろ
や
か
に

　
　
　
　
　
　
　
中
島
文
恵

埼
に
ひ
さ
び
さ
の
か
ま
ど
使
い
け
り

　
　
　
　
　
　
　
笠
原
ひ
さ

掘
り
立
て
の
筍
飯
の
う
ま
き
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
富
岡
牧
子

筍
の
呑
を
運
び
来
し
配
達
夫

　
　
　
　
　
　
　
橋
本
和
子

筍
や
カ
た
く
ま
し
舗
装
割
り

　
　
　
　
　
　
　
関
口
米
子

身
を
抱
け
る
ご
と
筍
の
皮
ま
る
し

　
　
　
　
　
　
　
松
本
と
よ

洗
い
髪
ほ
の
か
に
呑
る
娘
の
素
肌

　
　
　
　
　
　
　
小
泉
美
津

筍
や
産
湯
つ
か
わ
す
ご
と
洗
い

　
　
　
　
　
　
　
新
沢
直
江

筍
や
割
れ
ば
重
ね
着
ぱ
っ
と
脱
ぎ

　
　
　
　
　
　
長
谷
川
つ
ち
よ

親
竹
に
負
け
じ
と
筍
た
く
ま
し
く

　
　
　
　
　
　
　
新
井
政
男
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農林学級（6・7月）

開催日 内　　容 時　問

6／12日困 農業体験（モロヘ 午前10時
イヤ栽培講習会）

14日㈹ 農業体験（家庭菜 午後1時30分

園あれこれ）夏作

23日（日〉 農業体験（じゃが 午前10時
いもの収穫）

30日（日） 農業体験（じゃが 午前10時
いもの収穫）

7／7日（日） 農業体験（じゃが 午前10時
いもの収穫）

6／16日（日） 木工教室 午前10時

イスづくり
30日（日） 木工教室 午後1時30分

ブックスタンド

6／20日（木） 料理教室 午後2時
（減塩梅干）

7／4日休〉 料理教室 午前10時
（じゃがいもの料理）

※時間は、午後1時30分

対象一般県民
受　付　毎月1日の午前8時30分か

　　　ら行います。

問合せ　大里郡川本町本田5768－1

　　　農林公園内・植物振興セン

　　　ター　費83－2841

囮 圖

平成3年度

囚

職員採用上級試験

埼玉県では、平成3年度職員採用
上級試験などをつぎのとおり実施し
ます。

受験資格試験区分・試験職種

上級

（一般行政、福祉、電気、

機械、土木、建築、化学、

農業、農業土木、林業）

警察事務

小・中学校事務上級

昭和38年4月2日から昭

和45年4月1日までに生

まれた人

※福祉、農業は、特定の

資格（取得見込み）が必

要

埼玉県青年洋上大学生

費用無料
対象一般県民
問合せ　農林公園管理事務所

　　　奮83－2301
花き園芸講座（6月）

開催日 内　　　容 費用

7日囲 カンランを楽しむ 無料

11日㈹ 常葉樹の植えかえ 〃

14日働 植木類の挿し木と取 〃

り木

20日休） 大文字草とキボウシ 〃

を楽しむ

26日㈱ ジャーマンアイリス 〃

の品種と植えかえ

免許資格職

（薬剤師、獣医師、保健

婦）

昭和38年4月2日から昭

和45年4月1日までに生

まれた人

（ただし、獣医師は昭和

36年4月2日から昭和43

年4月1日まで）

※免許・（取得見込み）

が必要

受付期間　6月21日團まで

問合せ県人事委員会事務局任用

　　　課奮048－824－2111．
　　　内線5011・5012
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四
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届
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田
中
　
春
夫

福
田
　
た
け

志
村
恵
重
郎

大
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博

馬
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希
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内
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和
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松
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光
江

角
井
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も
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木
　
守
行
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　小小須樋樋三成成
塩江江賀
　川川広春春本沢沢

お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
四
月
中
届
出
（
）
内
保
護
者

成
　
　
沢

　
　
　
り
よ
う
へ
い

　
恩
曽
　
良
平
　
　
二
男
　
　
（
富
夫
）

三
　
　
本

　
　
　
り
ょ
う
た

　
奥
野
　
峻
太
　
　
長
男
　
　
（
美
夫
）

　
　
　
か
ず
き

　
大
島
　
一
希
　
　
三
男
　
　
（
浩
一
）

押
　
　
切

　
　
　
け
ん
い
ち

　
後
藤
　
賢
一
　
　
長
男
　
　
（
潤
一
）

樋
　
　
春

　
　
　
ち
　
　
さ

　
今
野
　
千
咲
　
　
二
女
　
　
（
隆
生
）

御
正
新
田

　
　
　
な
つ
み

　
神
谷
　
菜
摘
　
　
三
女
　
　
（
哲
司
）

千
　
　
代

　
　
　
ひ
ろ
き

　
富
田
　
弘
起
　
　
長
男
　
　
（
実
）

お
誕
生
お
め
で
と
う

11，870
町民のうこき

11，850

11，830

人／戸

3，290

3，270

3，250

人ロ

世帯数

2月　3月4月　5月

5月1日現在

口
　
　
帯

　
男
女

人
　
　
世

11，865人　　十43

5，851人　十21

6，014人　　十22

3，300戸　　十40

平成3年　救急出動状況

救急出動状況 4　　月 累　　計

交　　　　　通 6件 20件
一　般　負　傷 2件 7件

急　　　　　病 13件 43件

（11）



　　　　　え　　　り

駒井英里ちゃん
　平成2年8月21日生

　駒井正・栄子さんの
長女　（9ヵ月）

　「絵本とテレビが大好き

なんですよ。

　だれからも好かれる心の

やさしい子に育ってほしい

です……」とお母さん。

　　　　　まさ　　ひろ
柴田　昌宏ちゃん

　平成2年6月1日生
　柴田稔・稔江さんの

長男　（1歳）

　「我が家の王様は、とっ

てもわんぱくで、てれやさ

ん。だれからも愛される、

素直で心の広い子に育って

ほしい……」とお母さん。

　　　　　ゆう　　へい
佐々木　侑　平ちゃん

　平成2年9月1日生
　佐々木和敏・房江さんの

長男　（8ヵ月）

　「あまり人見知りしない

ので皆に抱っこしてもらえ

てとても嬉しそうです。

　元気にたくましく育って

ほしい・…・・」とお母さん。

　　　　　まさ　　き

島田政輝ちゃん
　平成2年9月12日生
　島田文延・初代さんの

二男　（8ヶ月）

　「少しふとりぎみなのが

気になるけれど、元気で丈

夫に育ってほしい……」と

お母さん。

我
が
家
の
生
産
物
を

使
っ
た
自
慢
料
理

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の

　
　
　
　
　
妙
り
卵
あ
え

馬
場
　
ハ
ル
子
さ
ん
（
樋
春
北
）

▼
材
料

　
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
三
個
、
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
ソ
ー
セ
ー
ジ
三
本
、
べ
ー
コ
ン
五

枚
、
卵
四
個
、
牛
乳
大
さ
じ
二
杯
、
調

味
料
（
塩
、
バ
タ
ー
、
こ
し
ょ
う
、
ケ

チ
ャ
ッ
プ
、
ウ
ス
タ
ー
ソ
ー
ス
、
バ
タ

ー
）▼

作
り
方

幽
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
小
房
に
切
り
分
け
、

壌

塩
ゆ
で
し
、
水
け
を
よ
く
き
り
ま
す
。

水
け
を
き
っ
た
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
大
さ

じ
三
杯
の
バ
タ
ー
で
い
た
め
、
塩
、
こ

し
ょ
う
各
少
量
で
味
を
と
と
の
え
る
。

囹
ソ
ー
セ
ー
ジ
は
約
五
ミ
リ
厚
さ
に
切

り
、
べ
ー
コ
ン
は
三
セ
ン
チ
幅
に
切
っ

て
い
っ
し
ょ
に
い
た
め
、
ケ
チ
ャ
ッ
プ

小
さ
じ
一
杯
、
ウ
ス
タ
ー
ソ
ー
ス
小
さ

じ
半
杯
、
塩
、
こ
し
ょ
う
各
少
量
で
味

を
と
と
の
え
る
。

囹
卵
は
割
り
ほ
ぐ
し
、
塩
、
こ
し
ょ
う

各
少
量
、
牛
乳
大
さ
じ
二
杯
を
加
え
て

混
ぜ
る
。
弱
火
で
バ
タ
ー
大
さ
じ
二
杯

を
溶
か
し
た
と
こ
ろ
に
流
し
入
れ
、
大

き
く
か
き
混
ぜ
て
半
熟
に
し
て
、
い
た

め
た
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
と
ソ
ー
セ
ー
ジ
、

べ
ー
コ
ン
で
盛
り
合
わ
せ
ま
す
。

▼
紹
介
七
た
い
理
由

　
身
近
に
あ
る
野
菜
に
応
用
が
で
き
、

し
か
も
手
早
く
で
き
る
一
品
料
理
で
す
。
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蕊働
環境月問

魎

　
毎
月
広
報
を
編
集
す
る
中
で
、
ほ
っ

と
す
る
瞬
間
が
何
回
か
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
一
回
目
の
原
稿
を
印
刷
に
出
し

た
と
き
で
す
。

　
二
回
目
は
、
こ
の
編
集
後
記
を
書
き

あ
げ
た
と
き
で
す
。
最
後
は
、
最
終
校

正
が
済
ん
だ
と
き
で
す
。

　
実
際
に
こ
の
仕
事
を
し
て
い
る
と
、

追
加
・
訂
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
り
、
書
い
た
こ
と
を
消
し
て
み
た
り

と
毎
日
が
悪
戦
苦
闘
の
連
続
で
、
今
日

一
日
何
を
し
て
い
た
ん
だ
ろ
う
と
思
う

日
も
あ
り
ま
す
。
で
も
気
を
と
り
な
お

し
て
、
来
月
号
に
向
け
て
頑
張
り
ま
す
。




